
■ 一戸建ての住宅用

断熱等 □ 型式※ □ 認証※ □ 特認 　※新築の場合のみ活用可能

性能等級 □ 住宅の認定書等

（ □ 住宅の部分の認定書等 □

□

□

□

□

□ □

□ 区分（い） □ 区分（ろ） □ 区分（は） □ 区分（に）

□

□ □

□

□ □

□

□

□

□

□

□

□

□

設計内容説明書　【次世代住宅ポイント対象住宅証明用】

住宅性能
自 己
評 価
結 果

審査員
記入欄

設計内容説明欄

審査員氏名

等級

4 認 定 書 等

断熱材の施工 躯体面に断熱材を全面密着 ※鉄筋ｺﾝｸﾘｰﾄ造等で内断熱工法の場合

熱 橋 部 対 策
※ 鉄 筋 ｺ ﾝ ｸ ﾘ ｰ ﾄ 造 等 の 場 合

断熱補強有り

除外規定適用（添付図書に内容を記載）

認定書等（品確法）の活用

設計内容
確 認 欄

適 用 す る 基 準
性能基準

仕様基準

建築物の名称

）地域

性 能 基 準 外 皮 平 均 外皮平均熱貫流率UAの基準に適合

熱 貫 流 率

す る 場 合 冷房期の平均 冷房期の平均日射熱取得率ηAＣの基準に適合

を 適 用

日射熱取得率

躯 体 の 断 熱 熱貫流率基準を適用 熱抵抗値基準を適用

仕 様 基 準 開口部比率の区分

を 適 用 開口部の断熱

す る 場 合 及 び 日 射 緩和措置あり

繊維系断熱材等の使用

窓の断熱(２％緩和） 窓の日射(４％緩和）

繊維系断熱材

防湿層の設置
防湿層の設置有り 除外規定適用（添付図書に内容を記載）

結 露 防 止 認定書等（品確法）の活用

対 策

通気層の設置

通気層の設置有り（繊維系断熱材を使用する場合は防風層設置）

除外規定適用（添付図書に内容を記載）

認定書等（品確法）の活用
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